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和
学
講
談
所
な
ど
の
蔵
書
を
受
け
継
い
で
い
る
そ
う
で
す
▼
国
立
国

会
図
書
館
法
の
前
文
に
「
真
理
が
わ
れ
ら
を
自
由
に
す
る
と
い
う
確

信
に
立
っ
て
、
憲
法
の
誓
約
す
る
日
本
の
民
主
化
と
世
界
平
和
と
に

寄
与
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
、
こ
こ
に
設
立
さ
れ
る
」
と
そ
の
目

的
が
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
出
版
社
な
ど
に
出
版
物
の
納
入
を

義
務
づ
け
る
「
納
本
制
度
」
に
よ
り
、
全
国
の
出
版
物
の
ほ
と
ん
ど

を
収
集
し
続
け
て
い
ま
す
▼
満
18
歳
以
上
な
ら
だ
れ
で
も
来
館
利
用

で
き
ま
す
が
、
も
と
も
と
国
会
議
員
の
調
査
研
究
の
た
め
の
図
書
館

で
あ
る
こ
と
、
ほ
と
ん
ど
の
本
が
書
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

館
外
貸
し
出
し
を
し
な
い
な
ど
、
一
般
的
に
は
敷
居
の
高
い
印
象
の

図
書
館
で
し
た
▼
と
こ
ろ
が
近
年
、
所
蔵
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

み
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
で
世
界
中
ど
こ
で
も
だ
れ
で
も
身
近

に
国
立
国
会
図
書
館
の
貴
重
な
資
料
を
活
用
で
き
る
環
境
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
る
資
料
の
ジ
ャ
ン
ル

も
、
図
書
や
雑
誌
を
は
じ
め
、
古
典
籍
、
博
士
論
文
、
官
報
、
憲
政

資
料
、
日
本
占
領
関
係
資
料
、
歴
史
的
音
源
な
ど
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
ん
で
い
ま
す
▼
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
は
、
開
館
70
年
を
記
念
し

た
広
報
用
ビ
デ
オ
や
利
用
案
内
な
ど
が
複
数
配
信
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
動
画
サ
イ
ト
で
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
当
館
で
も
、
４

月
の
月
末
図
書
整
理
日
（
休
館
日
）
に
職
員
研
修
の
一
環
と
し
て
デ

ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
活
用
方
法
な
ど
を
動
画
で
学
び
ま
し
た
。

　

国
立
国
会
図
書
館
は
昭
和
23
年
（
１
９
４
８
）
に
開

館
し
ま
し
た
。
今
年
は
開
館
70
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。

前
身
は
、
明
治
５
年
（
１
８
７
４
）
に
設
立
さ
れ
た
文

部
省
の
書し

ょ
じ
ゃ
く
か
ん

籍
館
で
す
。
昌
平
坂
学
問
所
、
蕃
所
調
書
、

身
近
に
な
っ
た

　
　
　
　
　

国
立
国
会
図
書
館

・講演会のお知らせ
・図書館バック寄贈
・みんたびゅー 76
・横光利一の俳句・今月の一句
・６月のミニ展示
・６月の宇佐市民図書館カレンター

2
3

4・5
6
7
8

よむぞう

過去を読み、未来を読む。：宇佐市民図書館

( 写真は photoAC より )

「過去を読み、未来を読む。」は国立国会図書館開館 70周年のキャッチフレーズです。

【
今
月
の
一
句
】

蟻
台
上
に
餓
え
て
月
高
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
光
利
一
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こ
ど
も
ス
ペ
ー
ス
だ
よ
り
２
２
８

　

６
月
の
特
集
展
示
架
は

【
歯
と
た
べ
も
の
・
の
み
も
の
の
本
】

で
す
。
歯
の
健
康
と
食
育
の
本
を
展

示
し
ま
す
。

　

絵
本
展
示
は

【
赤
木
か
ん
子
さ
ん
の
本
】
で
す
。

　

今
月
23
日
に
、
赤
木
か
ん
子
さ
ん

の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
紙
芝
居

も
あ
り
ま
す
。

　　

◇
お
て
が
み
あ
り
が
と
う
◇

い
つ
も　

と
し
ょ
か
ん
で

げ
ん
き
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

あ
つ
し　

よ
り

　

◇
図
書
館
か
ら
◇

あ
つ
し
く
ん
、

こ
ち
ら
こ
そ
、

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

宇
佐
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進　
　
　
　
　

　
　
　
　

講
演
会
の
お
知
ら
せ

図
書
館
を
使
う
た
め
の
第
一
歩

　

◆
テ
ー
マ
◆

「
子
ど
も
が
読
み
た
く
な
る
環
境
づ
く
り
」

　
　

講　

師　

赤
木
か
ん
子 

先
生

　
　

日　

時　

６
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

10:

30
～
12:

00　

　
　

場　

所　

宇
佐
市
民
図
書
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　

視
聴
覚
ホ
ー
ル

　
　

そ
の
他　

入
場
無
料

　　

◆
講
演
内
容
◆

　

現
代
子
ど
も
の
本
事
情
、
子
ど
も
に
見

せ
た
い
ビ
ジ
ュ
ア
ル
本
な
ど
。
今
回
は
、

講
師
オ
ス
ス
メ
の
本
を
実
際
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

◆
講
師
紹
介
◆　

　
　
　
　
　

赤
木
か
ん
子 

先
生　

　

児
童
文
学
評
論
家
。
長
野
県
松

本
市
生
ま
れ
。
千
葉
育
ち
。
法
政

大
学
英
文
学
科
卒
業
。

　

１
９
８
４
年
に
，
幼
少
時
に
読

ん
だ
も
の
の
、
タ
イ
ト
ル
や
作
者

名
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
本
を
探
し

出
す
「
本
の
探
偵
」
と
し
て
デ

ビ
ュ
ー
し
，
こ
れ
を
機
に
児
童
文

学
の
世
界
に
入
る
。
現
在
は
、
子

ど
も
の
本
や
文
化
の
紹
介
，
ミ
ス

テ
リ
ー
の
紹
介
，
書
評
な
ど
で
活

躍
し
て
い
る
。

　

主
な
著
書
に
『
子
ど
も
を
本
嫌

い
に
し
な
い
本
』、『
か
な
ら
ず
成

功
す
る
読
み
聞
か
せ
の
本
』
な
ど

多
数
。

　

毎
年
、
図
書
館
司
書
が
小
学
校
へ
出
向

い
て
、
図
書
館
の
使
い
方
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
カ
ー
ド
を
貸
さ
な
い
、

本
を
大
切
に
す
る
、
返
す
日
を
守
る
、
な

ど
で
す
。
人
気
が
あ
る
本
の
紹
介
も
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
全
て
の
小
学
校
へ
伺
う

予
定
で
す
。

　

平
成
30
年
度
の
宇
佐
市
子
ど
も
読
書
活

動
推
進
事
業
と
し
て
、
下
記
の
講
演
会
を

実
施
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
の
御
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。
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郷
土
ス
ペ
ー
ス
通
信
２
３
０

　

安
心
院
町
に
事
務
局
が
あ
る
安
心
院

縄
文
会
の
機
関
誌
（
年
１
回
発
行
）。

平
成
元
年
の
発
足
以
来
、毎
年
発
行
し
、

今
回
で
２
９
集
目
と
な
っ
た
。

　

内
容
は
、
巻
頭
に
古
恵
良
菊
男
会
長

の
「
会
長
退
任
に
あ
た
っ
て
」。
古
恵

良
氏
は
事
務
局
長
を
８
年
、
会
長
を
４

年
務
め
て
の
退
任
で
あ
る
。

　

講
演
会
記
録
に
「
六
郷
満
山
峯
入
り

復
興
に
つ
い
て
」
講
師
・
隈
井
修
道
氏

（
国
東
市
行
入
寺
前
住
職
・
故
人
）、「
堀

悌
吉
と
山
本
五
十
六
の
友
情
」
講
師
・

安
田
晃
子
氏
（
宇
佐
市
教
育
委
員
会
）。

ほ
か
に
福
岡
市
博
物
館
で
開
催
中
の

「
ポ
ン
ペ
イ
の
壁
画
」
展
な
ど
を
見
学

し
た
「
夏
の
歴
史
探
訪
研
修
会
」
報
告

な
ど
（
B
５
判
・
32
ペ
ー
ジ
・
非
売
品
）。

　
『
安
心
院
縄
文
』
第
29
集

（
安
心
院
縄
文
会
・
２
０
１
８･

４
）

図
書
館
バ
ッ
ク
寄
贈

ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル　

＆　
　

　
　
　
　
　
　
　

図
書
館
ク
イ
ズ

開
館
時
間
延
長
に
つ
い
て

　

４
月
27
日
、
宇
佐
２
０
０
１
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
様
か
ら
、
図
書
館
バ
ッ
ク
を

７
０
２
個
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

バ
ッ
ク
の
寄
贈
は
、
今
回
で
３
回
目
と
な

り
ま
す
。
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

バ
ッ
ク
は
５
月
11
日
よ
り
配
布
を
行

い
、
好
評
の
内
に
配
布
を
終
了
い
た
し
ま

し
た
。

　

春
の
読
書
週
間
に
合
わ
せ
て
、
今
年
も

ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
と
図
書
館
ク
イ
ズ
を

行
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

図
書
館
ク
イ
ズ

　

１
，０
７
１
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル

　

７
１
３
名
の
方
に
３
，
５
１
０
冊
を
配

布
い
た
し
ま
し
た
。

　

先
月
号
で
予
告
し
て
お
り
ま
し
た
開
館

時
間
の
延
長
を
、
５
月
11
日
よ
り
開
始
し

ま
し
た
。

　

毎
月
第
２
、
第
４
金
曜
日
の
閉
館
時
間

を
、
午
後
７
時
ま
で
に
延
長
し
て
お
り
ま

す
。
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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み
ん
た
び
ゅ
ー
76

『
平
家
物
語
』
は
日
本
文
学
遺
産
だ
！

開
館
20
周
年
記
念
事
業
「
平
家
物
語
を
面
白
く
読
む
会
」
講
師
・

「
院
内
町
石
橋
ゆ
め
本
の
蔵
」主
宰
者
・
文
化
協
会
院
内
支
部
会
長
・

『
宇
佐
文
学
』
編
集
長
等　
　
　
　

岩　

本　

紘　

一　

さ
ん

６
月
か
ら
始
ま
る
新
講
座
の
講
師
を
お
引
き
受
け
く
だ
さ
っ
た
岩
本
紘

一
さ
ん
に
、
こ
れ
ま
で
の
経
歴
や
平
家
物
語
朗
読
会
に
対
す
る
思
い
や

講
座
の
抱
負
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

全
国
初
？
の
全
巻
朗
読
会
に
挑
戦
中
！

　
（「
院
内
石
橋
ゆ
め
本
の
蔵
」
内
）

　

平
成
23
年
末
に
始
ま
っ
た『
平
家
物
語
』

全
巻
朗
読
会
は
30
年
末
か
ら
７
年
目
に
入

り
ま
す
。
宇
佐
市
山や
ま
あ
い間
の
谷
間
の
村
（
旧

高
並
村
）、
夜
間
は
漆
黒
の
闇
に
毎
月
２

回
（
第
２
・
４
水
曜
日
）
だ
け
は
、
明
か

り
が
灯
り
、
元
気
な
朗
読
の
声
が
響
き
、

時
折
談
笑
の
語
り
声
が
聞
こ
え
て
く
る
里

が
あ
り
ま
す
（
院
内
町
小
稲
７
２
３
）。

参
加
者
は
現
在
は
５
人
か
ら
７
人
と
、
ほ

ぼ
固
定
し
、
家
族
以
上
の
人
間
関
係
の
中

で
、
毎
回
、
異
次
元
の
世
界
と
い
わ
れ
る

ほ
ど
の
楽
し
さ
、
充
実
感
を
味
わ
っ
て
い

ま
す
。「
読
者
論
」
に
よ
っ
て
、
参
加
者

の
読
み
取
り
を
全
て
受
け
入
れ
、
再
構
成

し
た
。

　
『
平
家
物
語
』
は
現
在
で
は
全
12
巻
構

成
が
一
般
的
で
す
が
、
も
と
も
と
は
『
原

平
家
物
語
』
的
な
作
品
が
あ
り
、６
巻
本
、

12
巻
本
と
拡
充
発
展
し
て
き
た
と
理
解
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
成
立
当
時
は
読
み

物
系
よ
り
も
琵
琶
法
師
に
よ
っ
て
、
語
り

物
系
と
し
て
全
国
に
広
が
り
、
そ
の
時
々

の
聴
衆
の
反
応
要
望
な
ど
を
受
け
入
れ
、

今
日
の
ほ
ぼ
完
成
さ
れ
た
『
平
家
物
語
』

と
な
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
朗
読
会
で
は
、
そ
の
よ
う
な
作
品
や

琵
琶
法
師
さ
ん
の
息
づ
か
い
ま
で
思
い
描

き
、
言
葉
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
も
鋭
く
こ

だ
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
状
況
や

場
面
を
頭
の
中
に
思
い
描
い
て
い
る
の
で

昭
和
40
年　

大
分
大
学
学
芸
学
部
卒
業

昭
和
40
年　

日
田
市
月
隈
小
勤
務

昭
和
43
年　

上
津
江
村
川
原
小
勤
務

◆
最
後
の
年
の
半
年
間
、
大
分
大
学
へ

内
地
留
学
。

◆
故
佐
々
木
均
太
郎
教
授
に
、最
新「
読

者
論
」
離
村
と
実
践
を
学
ぶ
。

昭
和
49
年　

大
分
市
立
大
在
小
勤
務

　
　
　
　
　

大
分
市
立
戸
次
小
勤
務

昭
和
59
年
４
月
よ
り
15
年
間

　
　
　
　

大
分
市
教
育
委
員
会
に
勤
務

　
　
　
　
　
　
　
（
最
終
は
参
事
職
）

平
成
７
年「
２
０
１
０
大
分
市
夢
提
言
」

最
優
秀
賞
受
賞

平
成
11
年　

大
分
市
明
治
小
校
長

平
成
13
年　

大
分
市
滝
尾
小
校
長

平
成
15
年
３
月
退
職
・
院
内
町
帰
郷

◆
以
後
、個
人
図
書
館
「
ゆ
め
本
の
蔵
」

建
設
・
地
区
公
民
館
長
７
年
・
文
化

協
会
院
内
支
部
会
長
・『
宇
佐
文
学
』

編
集
長
他
多
数

朗読会風景

「参加者全員の存在感で平
家物語ワールドを存分に楽
しみましょう」と語る
岩本紘一さん

し
、
８
０
０
年
前
の
平
家
物
語
の

ワ
ー
ル
ド
を
描
き
上
げ
る
当
朗
読

会
は
、
や
は
り
唯
一
無
二
だ
と
自

負
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
そ
の
楽
し
さ
の
一
端
を

ぜ
ひ
、
宇
佐
市
内
の
方
々
へ
も
お

伝
え
し
て
ほ
し
い
と
い
う
市
民
図

書
館
の
ご
依
頼
を
快
諾
い
た
し
ま

〈
岩
本
紘
一
さ
ん
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉
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第
１
回
目　

６
月
９
日

　
　
　

第
１
巻
第
１
話
「
祇
園
精
舎
」

第
２
回
目　

７
月
14
日

　
　
　

第
２
巻
「
公
卿
揃
」

第
３
回
目　

９
月
８
日

　
　
　

第
８
巻
「
宇
佐
行
幸
の
こ
と
」

第
４
回
目　

10
月
13
日

　
　
　

お
待
ち
か
ね
の
現
地
研
修

※
日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

第
５
回
目　

11
月
10
日

　
　
　

第
４
巻
「
橘
合
戦
」

第
６
回
目　

12
月
８
日

　
　
　

第
５
巻
第
５
話
「
朝
敵
揃
」

第
７
回
目　

１
月
12
日

　
　
　

第
６
巻
第
３
話
「
葵
前
」

第
８
回
目　

２
月
９
日

　
　
　

第
６
巻
第
４
話「
小
督
」（
前
半
）

第
９
回
目　

３
月
９
日

　
　
　

第
６
話
第
４
話「
小
督
」（
後
半
）

「
四
コ
マ
漫
画
」
の
大
募
集
（
２
）
!

　

経
歴
欄
に
も
記
し
た
よ
う
に
、「
本
の

蔵
」は『
宇
佐
文
学
』の
編
集
部
・
事
務
局
・

発
行
所
で
も
あ
り
ま
す
。
最
新
刊
の
62
号

で
も
募
集
案
内
を
し
て
い
ま
す
が
、
市
民

図
書
館
に
も
チ
ラ
シ
が
置
か
れ
て
い
る
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
り
、
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

　

ご
存
知
の
よ
う
に
宇
佐
市
は
、
新
聞
四

コ
マ
漫
画
の
創
始
者
・
麻
生
豊
氏
の
出
身

地
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
宇
佐
文
学
で
は

昨
年
か
ら
募
集
を
開
始
し
、
１
３
０
点
余

の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
も
９

月
に
は
入
賞
者
の
表
彰
式
を
含
ん
だ
「
宇

佐
文
学
ま
つ
り
（
２
）」
を
実
施
す
る
予

定
な
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
募
集
用
紙
は
チ
ラ
シ
の
裏
面
に

あ
り
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。『
宇

佐
文
学
』
は
宇
佐
市
の
文
化
文
芸
の
活
性

化
に
も
役
立
ち
た
い
と
考
え
、「
宇
佐
ル

ネ
サ
ン
ス
（
文
芸
復
興
）」
の
大
目
標
を

掲
げ
、
日
夜
、
活
動
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
ち
ら
も
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

広
が
る
朗
読
会
の
輪

　

こ
の
朗
読
会
の
輪
は
大
き
く
広
が
り
、

昨
年
は
大
分
市
の
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
の

養
命
大
学
の
講
座
講
師
と
し
て
平
家
物

語
の
楽
し
さ
を
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
、

「
93
％
が
満
足
」
の
評
価
で
し
た
（
参
加

者
は
約
２
４
０
名
）。
併
せ
て
昨
年
後
半

は
「
平
家
物
語
を
楽
し
く
読
む
」
講
座
講

師
も
担
当
し
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
小
学
校
５
年
生
の
国
語
の

古
典
の
学
習
で
も
、
昨
年
か
ら
依
頼
さ
れ

て
お
り
、
久
し
ぶ
り
に
教
師
気
分
を
味

わ
っ
て
い
る
次
第
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
小
学
生
か
ら
高
齢

者
ま
で
、
年
齢
や
経
験
に
関
係
な
く
、
そ

の
面
白
さ
、
楽
し
さ
を
味
わ
え
る
『
平
家

物
語
』
は
、
実
際
に
全
巻
朗
読
に
挑
戦
し

て
み
て
、
日
本
の
一
大
文
学
遺
産
で
あ
る

こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
７
巻
目
を
朗
読
し
て
い
ま
す

が
、
数
年
内
に
必
ず
全
巻
朗
読
を
達
成
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。も
し
か
し
た
ら
、

そ
れ
は
２
０
２
０
年
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」
前
後
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今

か
ら
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

す
。
な
お
、
参
考
ま
で
に
、
こ
の
よ
う
な

朗
読
会
の
様
子
は
、宇
佐
市
の
同
人
誌『
宇

佐
文
学
』に
執
筆
中
の「
朗
読
記
」（
現
在
、

連
載
８
回
）
に
あ
り
ま
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
は
ご
覧
く
だ
さ
い
。

朗読会会報

「
平
家
物
語
を
面
白
く
読
む
会
」

　
　
　
　
　
　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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知
る
と
楽
し
い
図
書
館
の
ミ
カ
タ

103

『
い
じ
め
・
自
殺
問
題
』

　

２
０
０
３
年
以
降
に
出
版
さ
れ
た
、
い

じ
め
・
自
殺
問
題
の
雑
誌
記
事
３
６
４
４

点
、
５
６
３
冊
の
本
の
内
容
を
テ
ー
マ
別

に
分
類
し
た
本
で
す
。

　

特
に
「
不
登
校
」、「
い
じ
め
」、「
ひ
き

こ
も
り
」に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。「
外

国
事
情
（
い
じ
め
）（
不
登
校
）（
ひ
き
こ

も
り
）」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
か
ら
、

更
に
３
つ
に
分
け
た
項
目
が
あ
り
ま
す
。

　

本
に
つ
い
て
は
、
内
容
や
目
次
を
紹
介

し
て
い
る
も
の
も
多
く
、
目
的
に
近
い
本

を
見
つ
け
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
い
じ
め
」
は
関
心
が
高
い
ジ
ャ
ン
ル

で
す
。
加
害
者
や
被
害
者
の
心
の
ケ
ア
、

不
登
校
に
関
す
る
親
の
体
験
談
な
ど
、
索

引
で
気
に
な
る
内
容
が
あ
れ
ば
カ
ウ
ン

タ
ー
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
「
現
代
を
知
る
文
献
ガ
イ
ド
」
シ

リ
ー
ズ
に
は
、『
育
児
・
保
育
を
め
ぐ
っ
て
』

も
あ
り
ま
す
。

ヤ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
レ
ビ
ュ
ー

158

『
Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
，Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ　
ａ
ｎ
ｄ　

Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
』

　
　
　
　
　
　
　

著　

者　

葉
月　

文

発
行
所　

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

『
バ
ー
チ
ャ
ルYouTuber

は
じ
め
て
み
る
』

   

編
集 

ス
タ
ジ
オ
・
ハ
ー
ド
デ
ラ
ッ
ク
ス

発
行
所　

河
出
書
房
新
社

蟻
台
上
に
餓
え
て
月
高
し　
　
　
　
　
　
　
　

横
光
利
一

　

新
傾
向
調
だ
が
、
そ
の
調
子
の
高
さ
、
勁つ
よ

さ
、
象
徴
に
ま
で
高
揚
し
た
、
一
種
の

悲
壮
さ
。

　

何
か
横
光
君
の
碑
で
も
建
て
る
時
は
、
こ
れ
を
書
き
留
め
た
い
。（
久
米
正
雄
）　

横
光
利
一
の
句
集
を
発
行
す
る
に
あ
た
り
横
光
句
を
毎
月
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

横
光
利
一
の
俳
句　

今
月
の
一
句
③

　
「
こ
れ
は
僕
が
失
っ
た
二
百
十
四
回
に

も
及
ぶ
一
週
間
の
恋
の
話
だ
。」

　

大
分
在
住
の
作
者
に
よ
る
、
切
な
い
恋

の
物
語
。
第
24
回
電
撃
小
説
大
賞《
金
賞
》

受
賞
作
品
。

　

動
画
共
有
サ
ー
ビ
スYouTube

（
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
）
で
動
画
を
投
稿
し
続
け
る
人

をYouTuber

（
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
）
と

い
う
。
そ
の
中
で
も
、
本
人
で
は
な
く
絵

や
Ｃ
Ｇ
を
代
理
と
し
て
動
画
配
信
を
行
う

の
が
「
バ
ー
チ
ャ
ルYouTuber

」
だ
。

宇
佐
の
文
化
財
を
守
る
会
・
文
化
財
公
開

講
座
・
通
算
40
回
記
念
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
30
年
第
２
回
）

　

演　

題　

宇
佐
の
文
化
財
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

―
考
古
学
的
な
雑
感
な
ど
―

　

講　

師　

竹
内 

新 

宇
佐
市
教
育
長

　

日　

時　

平
成
30
年
６
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
：
30
～

　

場　

所　

宇
佐
市
民
図
書
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

視
聴
覚
ホ
ー
ル

【
関
連
展
示
】

み
ち
ょ
く
れ
宇
佐
の
宝

　
　
　
　
　
「
発
掘
さ
れ
た
文
化
財
」
展

　

こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
で
出
土
し

た
考
古
資
料
の
中
で
、
葛
原
古
墳
出
土

遺
物
な
ど
、
古
墳
時
代
の
遺
物
を
中
心

に
展
示
を
行
な
い
ま
す
。

　

期　

間　

６
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　

～
７
月
16
日
（
月
）

　

場　

所　

宇
佐
市
民
図
書
館
２
階

　
　
　
　
　
　
　

渡
綱
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

主　

催　

宇
佐
の
文
化
財
を
守
る
会

　

共　

催　

宇
佐
市
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
化
財
係

渡
綱
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー
よ
り
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私
は
本
の
読
み
聞
か
せ
を
は
じ
め
て
12

年
に
な
り
ま
す
。
近
く
の
母
校
の
小
学
校

で
す
。
私
は
目
が
悪
く
、
本
を
横
に
し
て

の
読
み
聞
か
せ
は
見
え
な
い
の
で
、
紙
芝

居
だ
け
で
す
。

　

い
つ
も
来
る
た
び
に
図
書
館
員
さ
ん
に

言
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
紙
芝
居
を
取
り

出
す
と
き
、
詰
め
す
ぎ
て
い
て
、
取
り
出

し
た
り
入
れ
た
り
す
る
の
に
と
て
も
労
力

が
い
る
、
疲
れ
る
。
も
っ
と
取
り
出
し
や

す
く
、
入
れ
や
す
く
で
き
な
い
も
の
か
。　

（
宇
佐
市
・
60
代
の
女
性
）

図
書
館
か
ら

　

長
ら
く
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
し
ま

い
、大
変
申
し
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
、
痛
み
の
激
し
い
紙
芝
居
を
除
籍
し

た
り
、
利
用
頻
度
が
少
な
い
も
の
を
閉
架

書
庫
に
移
動
す
る
な
ど
し
て
、
棚
に
置
く

資
料
数
を
減
ら
し
て
み
ま
し
た
。
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？　

　

ま
た
、
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

「
お
と
う
さ
ん
・
お
か
あ
さ
ん
の
本
」

「
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
10
」

【
子
ど
も
】

「
追
悼　

か
こ
さ
と
し
」

「
追
悼　

作
曲
家　

木
下
忠
司
」

「
追
悼　

西
城
秀
樹
」

「
追
悼　

津
本
陽
」

「
気
を
つ
け
よ
う　

脳
梗
塞
」

【
一
　
般
】

本
館
５
月
の
特
集
展
示
（
過
去
分
）

「
う
っ
と
り
ス
イ
ー
ツ
」

「
思
っ
て
る
こ
と
絵
に
し
た
い
！
」

６
月
の
ヤ
ン
グ
特
集

６
月
の
安
心
院
分
館
ミ
ニ
展
示

６
月
の
院
内
分
館
ミ
ニ
展
示

【
図
書
】
新
粥
俊
正
、
歴
史
研
究
会
、
外
務
省
欧
州
局
ロ
シ
ア
課
、
新
聞
通
信

調
査
会
、
西
日
本
図
書
館
学
会
大
分
支
部
、
新
納
真
介
、
Ｎ
Ｌ
Ａ
運
動
実
行
委

員
会
、
行
橋
市
教
育
委
員
会
、
安
心
院
縄
文
会
、
宇
佐
商
工
会
議
所
、
花
鶏
俳

句
会
、
良
寛
逸
話
館
、
岩
佐
二
郎
、
海
鳥
社
、
大
分
県
立
先
哲
史
料
館
、
全
国

少
年
警
察
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
、
荒
井
明
由
、
全
国
公
共
図
書
館
協
議
会
、
在

日
本
大
韓
民
国
民
団
中
央
本
部

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

図
書
館
日
誌

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

図
書
整
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
各
週
木
曜
）

お
は
な
し
会

　

４
／
25　
「
た
ま
て
ば
こ
」

　

５
／
５　
「
お
は
な
し
あ
の
ね
」

４
／
24　

中
世
文
書
を
読
む
会

４
／
28　

続
・
横
光
利
一
を
読
む
会

５
／
８　

近
世
文
書
を
読
む
会

５
／
13　

絵
便
り
教
室

５
／
19
宇
佐
お
も
し
ろ
歴
史
文
化
講
座

４
月
21
日
〜
５
月
20
日

【 

通
路
側 

】

【 

窓　

側 

】

話
の
ネ
タ
に
、
こ
の
１
冊

考
古
学
っ
て
何
す
る
の
？

ペ
リ
ー
に
つ
い
て
知
ろ
う
！

セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
、
人
権
侵
害

私
の
体
も
夏
支
度
～
ダ
イ
エ
ッ
ト
～

ピ
カ
ピ
カ
に
し
よ
う
！

森
林
の
役
目

落
語
家
が
書
い
た
本

Ｌ
ｅ
ｔ‘

ｓ　

Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ
！

お
父
さ
ん
に
感
謝

未
知
と
の
出
会
い

２
０
１
６
～
２
０
１
８

　
　
　
　
　

映
画
化
さ
れ
た
本

読
ん
で
み
る
？
聞
い
て
み
る
？

フ
リ
ー
①
湿
気
に
負
け
な
い
！

フ
リ
ー
②
専
門
家
の
語
る
面
白
話

次
に
何
読
む
？

本
当
は
怖
い
神
様

日
米
に
つ
い
て
読
ん
で
み
る

海
外
移
住
す
る
な
ら

公
文
書
は
誰
の
も
の
か

防
災
点
検
を
し
よ
う

海
を
守
る

歯
の
は
な
し

要
注
意
！　

　
　
　

食
中
毒
は
す
ぐ
そ
こ
に

詩
と
雨
と
リ
ズ
ム
と

サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ

ド
ラ
マ
で
見
た
？

　
　
　

検
事
の
ス
ト
ー
リ
ー

忘
れ
ら
れ
な
い
雨

日
記
を
読
も
う

視
聴
覚
：
気
分
を
変
え
る
Ｂ
Ｇ
Ｍ

「
梅
雨
と
楽
し
く
」

「
お
と
う
さ
ん
」

　

ご　

寄　

贈

（
５
月
分
・
敬
称
略
）

　

６
月
の
ミ
ニ
展
示

東
側
（
一
番
奥
の
０
の
棚
）
か
ら
紹
介
し
て
い
ま
す

ご
意
見
箱
か
ら



渡綱記念ギャラリー展示

エントランス展示

講 座 案 内

〜古文書を読む会〜

〈新〉〜平家物語を面白く読む会〜

〜宇佐おもしろ歴史文化講座〜

〜続・横光利一を読む会〜

上 映 会

◆子供向け（アニメなど）

◆一般向け（映画など）
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６ 月 の 宇 佐 市 民 図 書 館 本館

ほんの森号の時間帯
ほんの夢号の時間帯

① 10:20 〜 11:00 ② 13:00 〜 13:40 ③ 15:20 〜 16:00 
① 10:20 〜 11:00 ② 13:00 〜 13:40 

おはなし会
２日（土）おはなしあのね　　23 日（土）図書館職員
27 日（水）たまてばこ

＊一階・おはなしのへやで開催します。

＊参加は自由です（無料）。　＊いずれも 11:00 〜 11:30

渡綱コレクション展
　　　　４月 14 日（土）〜６月 10 日（日）
みちょくれ宇佐の宝「発掘された文化財」
　　　　6 月 16 日（土）〜 7月 16 日（月）

宇佐市美術協会作品展
　　　　　6 月 1 日（金）〜 7月 31 日（火）
宇佐市教育委員会教科書展示
　　　　　6 月 15 日（金）〜 6月 30 日（土）

近世文書を読む会　　６月 12 日（火）
中世文書を読む会　　６月 26 日（火）

＊いずれも 14:00 〜 15:30

６月９日（土）13:30 〜 15:30

６月 16 日（土）13:30 〜 15:00

「旅愁」を読む　222
６月 23 日（土）14:00 〜 16:00

＊一階・視聴覚ホールでビデオや DVD などを使って
上映しています（無料）。

＊２階研修室で開催しています。＊参加は自由です（無料 ）。

＊いずれも上映は 14:00 からです。

1 金 ほんの森号　①西馬城小　②高家小　③四日市コミュニティー

2 土 おはなし会「おはなしあのね」　11：00 ～ 11：30　
上映会「ピノキオ」 14:00 ～ 15:26

3 日 上映会「清左衛門残日録　第四集」 14:00 ～ 16:30
4 月 休館日  　

5 火 ほんの森号　①横山小　②八幡小　
ほんの夢号　①南院内小　②安心院小　　

6 水 ほんの森号　①封戸小　②和間小　③長洲公民館

7 木 ほんの森号　①糸口小　②豊川小　③貴船団地　　
ほんの夢号　①深見小　②津房小

8 金 開館時間　1 時間延長（19 時まで開館）
ほんの森号　②長洲小

9 土 平家物語を面白く読む会 13：30 ～ 15：30
上映会「10 ぴきのかえる　２」 14:00 ～ 14:40

10 日 上映会「帰らざる河（吹替）」 14:00 ～ 15:31
11 月 休館日  　

12 火
近世文書を読む会 14：00 ～ 15：30
ほんの森号　①長峰小　②天津小　③小峰団地
ほんの夢号　①佐田小　②院内北部小

13 水 ほんの森号　①北馬城小　②宇佐小　③渚団地　

14 木 ほんの森号　①西馬城小　②高家小　③四日市コミュニティー
ほんの夢号　①上院内小　②院内中部小

15 金

16 土 宇佐おもしろ歴史文化講座 13：30 ～ 15：00
上映会「長ぐつをはいたねこ」 14:00 ～ 14:35

17 日 上映会「エディ・ジョーンズの仕事」 14:00 ～ 14:47
18 月 休館日  　

19 火 ほんの森号　①横山小　②八幡小　
ほんの夢号　①南院内小　②安心院小　　

20 水 ほんの森号　①封戸小　②和間小　③長洲公民館

21 木 ほんの森号　①糸口小　②豊川小　③貴船団地　　
ほんの夢号　①深見小　②津房小

22 金 開館時間　1 時間延長（19 時まで開館）
ほんの森号　②長洲小

23 土

講演会「子どもが読みたくなる環境づくり」 10:30 ～ 12:00
おはなし会「図書館職員」 11:00 ～ 11:30　
続・横光利一を読む会 14:00 ～ 16:00
上映会「チリンの鈴／ちいさなジャンボ　他 1 話」 14:00 ～ 15:35

24 日 文化財公開講座「宇佐の文化財について」 13:30 ～
25 月 休館日  　

26 火
中世文書を読む会 14：00 ～ 15：30
ほんの森号　①長峰小　②天津小　③小峰団地
ほんの夢号　①佐田小　②院内北部小

27 水
おはなし会「たまてばこ」 11：00 ～ 11：30　
ほんの森号　①北馬城小　②宇佐小　③渚団地　
ほんの夢号　①上院内小　②院内中部小

28 木 休館日　（月末図書整理日・毎月最終木曜日）
29 金 ほんの森号　①西馬城小　②高家小　③四日市コミュニティー
30 土 上映会「キングダム　十七」 14:00 ～ 14:51

6 月 2 日 （土）「ピノキオ」
～ディズニー映画～ 86 分

6 月 9 日 （土）「10 ぴきのかえる　２」
作 /間所ひさこ　絵 /仲川道子 40 分

6 月 16 日（土）「長ぐつをはいたねこ」
～人形劇～ 35 分

6 月 23 日（土）「チリンの鈴／
ちいさなジャンボ　他 1 話」
～サンリオ映画シリーズ～ 95 分

6 月 30 日（土）「キングダム　十七」
『敗走の飛信隊』『王騎　出陣！』 51 分

6 月 3 日 （日）「清左衛門残日録　第四集」
出演：仲代達矢、南果歩、赤羽秀之

～NHKドラマ～
150 分

6 月 10 日（日）「帰らざる河（吹替）」
出演 /マリリン・モンロー、ロバート・ミッチャム　

1954 年　
91 分

6 月 17 日（日）「エディ・ジョーンズの仕事」
～NHK　プロフェッショナル　仕事の流儀～ 47 分


